
産学官の連携組織である「滋賀県地域情報化推進会議」に「滋賀データ活用LAB(しがらぼ)」を設置し、ICT・データによる課題整理、ICT・データの活用手法・活用提案の
検討、活用提案の事業化による地域課題解決の取組を促進することで、ICT・データの活用手法、取組事例、成功事例の発信・横展開を図る。
データサイエンス等の活用に取り組み、ICT・データの利活用・普及を進めて行く。

産学官連携によるデータ活用推進事業産学官連携によるデータ活用推進事業

滋 賀 県
• 地域課題の把握・整理、実証実験支援
• 人的ネットワークを広げることを目的とした場作り

滋賀県地域情報化推進会議（産学官の連携組織）

アドバイザー
（DS・AI専門家等想定）

ICT・データの活用に
当たっての事前検討、
活用手法、事業化に関
する助言・指導

滋賀データ活用LAB(しがらぼ)
（現「ICT利活用検討部会」）

① データ活用エコシステム研究会の開催
⇒ICT・データ活用にかかる一連のエコシステム（課題の絞込みや活用
提案の作成等）を部会員・県内学生等と共に実践する。

② 県民向けデータサイエンス勉強会の開催

③ DS活用者の拡大
⇒研究会・勉強会を中心とした場作り・ネットワーク構築

課題の絞込み、分析、

事業化の各フェーズで

ＩＣＴ・データを

積極的に活用

滋賀県IoT推進ラボ
• ビジネス課題解決希望企業とのマッチング
• 実証実験等への技術支援、環境整備、フィールド提供

（副次的効果）
サービス・製品開発
情報通信業の活性化

連携 企業、団体等による
実証、解決策実践

助言
指導

課題の提供 マッチング財政支援

成功事例

取組事例

活用手法

「ＩＣＴ・データの

利活用を広げて行く」

（「滋賀県ＩＣＴ推進戦略」

の基本方針）

プロジェクト検討
課題整理 データ取得

クリーニング
集計分析
可視化

マッチング
横展開

加工・活用
提案作成 事業化検討

■事業計画

毎年度、新たなテーマを選定し、

2019年度以降毎年データ分析、

活用提案作成の工程を実施する。

勉強会開催

研究会立上

活用提案作成

中間報告

実証・実践

情報発信
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